
圧
本
論
考
は
、
拙
稿
(

1

)

に
基
づ
き
、

「杜
家
立
成
雑
書
要
略
」
(

2

)

の
書
法
に
お
け
る
王

か
義
之
害
法
か
ら
の
影
響
を
、

「杜
家
立
成
」
と
「
蘭
亭
序
」

「喪
乱
帖
」
「
孔
侍
中
帖
」
の

ヒ
「
之
」
字
に
注
視
比
較
し
て
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

較t
 
の

拙

稿

（
I

ー
で
は
、
「杜
家
立
成
」
に
お
け
る
王
義
之
書
法
の
影
響
を
分
析
検
証
す
る
第

一
段
階
と
し
て
、

「杜
家
立
成
」
第

一
紙
(

3

)

に
お
け
る
書
法
の
特
徴
を
、
王
義
之
筆
「
楽

と字J
毅
論
」
の
臨
書
作
品
で
あ
る
光
明
皇
后
筆

「楽
毅
論
」
と
の
共
通
性
か
ら
検
酎
考
察
し

之r
た
。
本
論
考
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
拙
稿
(

1

)

に
て
論
じ
た
「
杜
家
立
成
」
を
包
括

る
的
に
概
説
し
た
知
見
及
び
文
献
で
の
記
述
の

一
例
を
示
し
た
上
で
、
稿
者
が
当
該
の
論

考
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
趣
旨
(

4

)

を
再
掲
す
る
。

響

け
影

お
の
に

法

ー
J

書

帖
之

中

毅

侍
主

孔
の

r
ヘ
店r
 

疇

庫

書

ー1

雑

序

成

亭
立

蘭

家

r
杜
＿

「杜
家
立
成
」
の
書
儀
と
し
て
の
特
徴
等
に
関
し
て
は
、
内
藤
虎
次
郎
（
湖
南
）

「
正
倉
院
尊
蔵
二
菌
紗
本
に
就
き
て
」
(
-
九
二

二
）
を
初
め
と
し
て
、
今
日
ま
で

諸
文
献
(

5

)

で
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
当
該
論
文
で
の
見
解
や
論
議
を
ふ
ま
え

て、

「杜
家
立
成
」
を
包
括
的
に
概
説
し
た
知
見
(

6

)

を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
「
知
故
」
す
な
わ
ち
友
人
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
手
紙
の
模
範
文
例
集
で
、

三
六
件
七
一

ー通
の
往
復
書
簡
の
文
例
を
収
め
て
い
る
。
著
者
は
都
の
杜
氏
の
出

身
の
も
の
で
、
説
が
わ
か
れ
て
い
る
が
、
杜
正
倫
ま
た
は
そ
の
兄
の
杜
正
蔵
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
中
国
で
は
す
で
に
散
失
し
、
伝
存
し
な
い
も
の
の
、

わ
が
国
の
東
大
寺
正
倉
院
に
正
倉
院
宝
物
と
し
て
伝
わ
る
一
本
が
現
存
す
る

唯

一
の
も
の
で
あ
る
。」

一
方
、

「杜
家
立
成
」
は
書
の
名
品
と
も
さ
れ
て
い
る
。
文
献
で
の
記
述
の

一
例
(

7

)

は
じ
め
に

「
蘭
亭
序
」

「
喪
乱
帖
」

「
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」

「
孔
侍
中
帖
」

に
お
け
る

へ
の
王
鞭
之
書
法
の
影
響

「之」

を
示
す
。

「
（
「
杜
家
立
成
」
は
、
稿
者
注
）
臨
書
の
楽
毅
論
と
相
並
ん
で
皇
后
の
御
書
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
時
代
の
書
道
の
代
表
的
名
蹟
と
稲
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」

こ
の
よ
う
に
、
書
作
品
と
し
て
の

「杜
家
立
成
」
は、

「正
倉
院
の
書
蹟
中
の
白
眉

と
称
し
て
よ
い
」(
8

)

と
さ
れ
る

「楽
毅
論
」
と
並
び
称
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
代
に
お
け
る
「
杜
家
立
成
」
の
書
作
品
と
し
て
の
評
価

は
、
「
楽
毅
論
」
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
感
が
否
め
な
い
。

〔中
略
〕

こ
の
よ
う
に
、
「
杜
家
立
成
」
の
書
の
手
本
と
し
て
の
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
稿
者
は

「杜
家
立
成
」
の
書
作
品
と
し
て
の
魅
力
を
改
め
て
講
究
し

た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

次
に
、
拙
稿
(

1

)

に
ま
と
め
た
先
行
研
究
か
ら
の

「杜
家
立
成
」

の
み
列
記
す
る
。

〇
「
杜
家
立
成
」
は
光
明
皇
后
の
書
蹟
で
あ
り
、
書
体
や
書
風
が
中
程
で
変
化
す
る
。

0
「
杜
家
立
成
」
第

一
紙
と
光
明
皇
后
筆
「
楽
毅
論
」
に
は
類
似
性
が
存
す
る
。

0
「
杜
家
立
成
」
及
び
奈
良
朝
に
お
け
る
王
毅
之
書
法
の
影
響
は
大
き
い
。

続
い
て
、
拙
稿
(

l

)

で
は
、
先
行
研
究
(

1

0

)

を
基
に
、
光
明
皇
后
筆

「楽
毅
論
」
の
香

法
上
の
特
徴
を
具
体
的
に
列
挙
し
、

「杜
家
立
成
」
第
一
紙
に
書
写
さ
れ
た
考
察
対
象
文

字
ニ
―
一

字
と
比
較
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
「
杜
家
立
成
」
に
お
け
る
王
義
之

書
法
の
影
響
に
つ
い
て
、
第
一
紙
に
焦
点
を
絞
り
考
察
し
た
内
容
(

1

1

)

を
再
掲
す
る
。

の
概
説
(

9

)

を
要
点

光
明
皇
后
筆

「楽
毅
論
」
は
王
義
之
筆

「楽
毅
論
」
の
忠
実
な
臨
薔
作
品
と
さ
れ

る

（1
2
)
0

[

中
略
]
一

方
、
見
方
を
転
換
す
れ
ば
、
光
明
皇
后
は
、
当
時
の
日
本
の

字
と
の
比
較
か
ら
1

小

林

比

出

代
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社
会
に
王
毅
之
書
法
が
広
が
る
こ
と
の
一
端
を
担
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
王
毅
之
書
法
の
伝
播
は
、
光
明
呈
后
の
王
書
へ
の
心
服
が
相

侯
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

光
明
皇
后
が
王
書
を
学
び
、
王
毅
之
書
法
の
影
響
を
受
け
て
い
た
証
左
は
、
「
蘭

亭
序
」
と
「
杜
家
立
成
」
第
一
紙
の
同
文
字
（
も
し
く
は
類
似
文
字
）
の
比
較
（
【資

料

2
】
参
照
（
拙
稿
(

1

)

で
の
書
式
を
変
更
し
掲
載
稿
者
注
）
）
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。

一資

料

2
】
「
蘭
亭
序
」
[
※
右
]
と
「
杜
家
立
成
」
第
二
芯
[
※
左
]
の
同
一
（
も
し
V
は
類
似
）
文
宇
の
比
較

「杜
家
立
成
」
第
一
紙
は
楷
書
を
主
と
す
る
が
、

【資
料

2
】
に
示
す
通
り
、
行

書
作
品

「蘭
亭
序
」
に
お
け
る
同

一
の
（
も
し
く
は
類
似
す
る
）
文
字
と
の
間
に
、

字
形
及
び
筆
法
に
お
け
る
共
通
点
が
存
在
す
る
。
本
論
考
で
は
光
明
皇
后
が
「
蘭

亭
序
」
を
学
ん
だ
か
否
か
に
つ
い
て
論
証
は
し
な
い
が
、
皇
后
が

「蘭
亭
序
」
を

臨
書
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
杜
家
立
成
」
に
上
記
（
本
稿
で
は
右
記
稿

者
注
）
の
共
通
性
を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
自
身
が
光
明
皇
后
書
法
へ

の
王
毅
之
書
法
の
浸
透
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
〔
中
略
〕

本
論
考
で
の
検
証
考
察
か
ら
、

「杜
家
立
成
」
第
一
紙
と
光
明
皇
后
筆
「楽
毅
論
」

は
書
法
上
の
特
徴
を
同
じ
く
し
、
ま
た
、

「杜
家
立
成
」
第

一
紙
の
書
法
の
源
流
に

は
王
毅
之
書
法
が
あ
る
と
推
考
で
き
る
。

当
該
稿
で
は
、

「今
後
の
課
題
」
と
し
て
、
「
今
後
は
、
「
杜
家
立
成
」
第
一
紙
以
降
の

書
法
に
つ
い
て
、
同
じ
く
王
義
之
書
法
か
ら
の
影
響
を
検
証
す
る
。

」
(

1

3

)

と
記
し
た
。

本
論
考
で
は
、
既
述
の
課
題
に
則
り
、
「
杜
家
立
成
」
第

一
紙
も
含
め
た

「杜
家
立
成
」

全
文
（
全
四

一
七
八
字
）
か
ら
「
之
」
字
（
全
―二
七
字
）
を
抽
出
し
、
王
義
之
に
よ
る

「之
」
字
、
具
体
的
に
は
、

「蘭
亭
序
」
で
の
「
之
」
字
（
全
二

0
字
）
、
「
喪
乱
帖
」
で

の

「之
」
字
（
全
五
字
）
、

「孔
侍
中
帖」

で
の
「
之
」
字
（
全
二
字
）
の
、
全
文
字
と

比
較
し
て
、
「
杜
家
立
成
」
全
体
へ
の
王
裁
之
書
法
の
影
響
の

＿
端
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
杜
家
立
成
」
全
四
一
七
八
字
（
第
一
紙
ニ

ー
一
字
第
二
紙
s

—二
九
六
七
字
）
の

全
て
に
わ
た
る
考
査
を
試
み
た
結
果
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、

「不
」
字
の

六
三
字

（
第
一
紙
三
字
第
二
紙

S
六

0
字
）
で
あ
っ
た
。
次
に
、

「無」

字
の
六
一
字

と
な
り
、
「
不
」

「無
」ー

一字
の
出
現
率
は
群
を
抜
い
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
、

「書」

「故」

「知
」
、
そ
し
て
、
「
之
」
の
順
と
な
る
。
「之
」
字
の
総
字
数
は
三
七
字
（
全

体
比

0
・
九
％
）
、
第
一
紙
に
―
―
＿字
、
第
二
紙
以
降
に
三
四
字
存
在
す
る
。

「
-
」
で
再
掲
し
た
拙
稿
(

l

)

で
の
、

「蘭
亭
序
」
と

「杜
家
立
成
」
第
一
紙
の
同
文

字
を
比
較
し
た

【資

料

2
】
に
は
、

「蘭
亭
序
」
と
「
杜
家
立
成
」
で
の
字
形
及
び
筆
法

に
お
け
る
共
通
点
を
示
す
一
例
に

「之
」
字
を
掲
げ
た
。
「
之
」
字
は
、
先
述
の
通
り
、

「杜
家
立
成
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
順
位
が
商
い
文
字
で
あ
る

一
方
、
「
蘭
亭
序
」
に

お
け
る
、
い
わ
ゆ
る

一
―
十
態
で
も
有
名
な
文
字
で
あ
る。

例
え
ば
、

—
-
0
0八
（
平
成

二
0

)

年
八
月
二
四
日
放
送
の
N
H
K
教
育

「新
日
曜
美
術
館
書
に
万
感
の
思
い
あ
り

王
毅
之

『
蘭
亭
序
』
」
に
お
い
て
も
、
全
文
二
八
行
、
三
二
四
字
中
、

二
0
回
使
用
の
最

多
文
字

「之
」
字
は
、
悉
く
変
化
し
て

一
字
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

こ
の
事
実
を
立
証
す
る
先
行
研
究
で
の
記
述
を
抜
粋
す
る
。

0
「
各
々
の
字
勢
は
縦
横
に
変
化
し
、
花
の
乱
れ
飛
ぶ
が
ご
と
く
、
左
に
転
じ
右
に
側

ぶ
く
が

一
っ
と
し
て
あ
い
抵
蝸
す
る
こ
と
が
な
い
。
あ
た
か
も
糸
を
以
て
珠
を
つ
な

い
だ
ご
と
く
、
大
小
参
差
と
し
て
、
し
か
も
そ
の
重
心
を
失
な
わ
な
い
。
そ
の
う
ち

「之
」
「以
」
「也
」
「
為
」
な
ど
の
字
は
一
＿＋
い
く
つ
も
あ
る
が
、
み
ん
な
違
う
形

に
書
か
れ
、
芸
術
的
な
多
様
と
統
一
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
(

H

)

0
「
た
と
え
ば
蘭
亭
叙
の
様
式
を
い
う
と
き
、
何
延
之
『
蘭
亭
序
』
の
い
う
「
重
な
る

字
が
あ
る
と
、
と
も
に
別
体
に
構
え
て
い
る
。
之
の
字
が
も
っ
と
も
多
く
、
二
十
箇

あ
る
が
、
変
転
こ
と
ご
と
く
異
な
っ
て
い
て
、
同
じ
構
え
は

一
っ
も
な
い
」
が
引
き

合
い
に
出
さ
れ
る
。
〔
中
略
〕
全
文
三
二
四
字
中
、

二
回
以
上
重
出
し
て
い
る
字
は

四
五
例
あ
る
0

[中
略
〕
そ
の
構
え
は
も
と
よ
り
、
強
弱
、
大
小
ま
ご
と
に
変
化
多

端
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
幅
の
中
に
し
つ
く
り
納
ま
っ
て
、
不
自
然
さ

は
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
面
か
ら
把
え
て
も
、
蘭
亭
叙
の
劇
跡
た
る
書
道
史
的
位

置
は
ゆ
る
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
(

1

5

)

「
杜
家
立
成
」
と
「
蘭
亭
序
」
に
お
け
る
「
之
」
字
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0
「
同
一
文
字
の
変
化
（
之
は
二

0
字
出
て
く
る
が
全
て
形
が
違
う
）
」
「
〈
之
〉
〔
中
略
〕

な
ど
頻
出
の
文
字
の
す
べ
て
が
、
自
然
に
文
字
を
承
け
た
ご
く
当
た
り
前
の
姿
と
し

て
跡
づ
け
ら
れ
形
を
変
え
て
、
観
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
」
(

1

6

)

0
「
か
り
に
蘭
亭
序
の
原
蹟
が
偽
托
で
あ
っ
た
と
し
ま
し
て
も
、
蘭
亭
序
|

_
l例
え
ば

①
(
「
八
柱
第

一
本
（
張
金
界
奴
本
）
」
稿
者
注
）
・
③
（
「
八
柱
第
三
本
（
神
龍
半
印
本

（
海
承
素
本
）
）
」
稿
者
注
）
な
ど
ー

の
真
価
が
無
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
そ
の

変
化
の
多
端
さ
を
、
つ
と
に
唐
の
何
延
之
は
、
二

0
字
あ
る
「
之
」
字
に
同
じ
結
構

が
―
つ
も
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
ま
た
二
度
以
上
用
い
た
字
が
四
五
例
も
あ

る
の
に
、
そ
の
構
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
強
弱
・
大
小
が
ご
く
自
然
に
、
全
幅
の

ら
中
へ
し
つ
く
り
と
納
ま
る
そ
の
章
法
を
衝
く
非
凡
な
感
覚
、
あ
る
い
は
確
か
な
骨
格

か
と
め
り
は
り
の
あ
る
用
筆
—
,
_
、
こ
れ
ら
は
東
晋
以
前
に
は
な
い
画
期
的
な
書
法
で

ヒ

す

。
蘭
亭
序
が
劇
蹟
で
あ
る
と
す
る
書
の
歴
史
的
評
価
は
、
な
お
ゆ
る
が
な
い
で
し

較Lレの
よ
う
。
」
(

1

7

)

芹
〇
「
同
じ
字
が
二
回
以
上
現
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
形
を
変
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
た

とJ

と

A

ズ
ば
全
部
で
二

0
回
使
わ
れ
て
い
る
之
の
字
が
そ
う
で
あ
る
。
」
(

1

8

)

之r
本
論
考
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
「杜
家
立
成
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
頻
度
が
高
く
、

る
か
つ
、
「
蘭
亭
序
」
に
お
い
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
拙
稿
(

l

)

に
お
い
て
、

響

け

影
お
「
杜
家
立
成
」
第
一
紙
と
「
蘭
亭
序
」
で
の
字
形
及
び
箪
法
に
関
す
る
共
通
点
が
認
め

の
に
ら
れ
た
「
之
」
字
を
比
較
対
象
文
字
に
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

法

ー
1

書

帖
之

中

二

「

杜

家

立

成

」
と

「喪
乱
帖
」
及
び
「
孔
侍
中
帖
」

毅

侍
王

孔
の

前

章

で

は

、

拙

稿

(

l

)

の
、
「
「
杜
家
立
成
」
は
、
「
蘭
亭
序
」
に
お
け
る
同
一
の
、

も

帖

し
く
は
類
似
す
る
文
字
と
の
間
に
、
字
形
及
び
筆
法
に
関
し
て
共
通
点
を
有
す
る
」
と

舌

略
の
論
証
に
基
づ
き
、
「
杜
家
立
成
」
と
「
蘭
亭
序
」
の
中
か
ら
「
之
」
字
を
抽
出
比
較
す

要
頂

書
J
る
理
由
を
述
べ
た
。

雑

序

一

方

、

拙

稿
(

l

)

で
は
、
先
行
研
究
に
て
、

「杜
家
立
成
」
の
書
体
や
書
風
が
中
程
で

成

亭

立
蘭
変
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
も
記
し
た
。
具
体
的
な
記
載
を
列
挙
す
る
。

家

〇

「
こ
の
書
巻
も
王
毅
之
の
尺
憤
、
こ
と
に
御
物
の
喪
乱
帖
に
見
る
ご
と
き
筆
意
が
＋

分
に
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
は
見
逃
せ
ぬ
こ
と
で
あ
る
0

(
中
略
]
第

一
紙
は
ほ
と
ん
ど

杜
＿

栗
毅
論
と
髪
り
は
な
い
が
、
第
二
紙
か
ら
は
筆
勢
が
暢
達
し
て
さ
ら
に
園
熟
し
、
最

後
の

一
紙
〔
中
略
〕
の
部
分
に
到
っ
て
、
も
っ
と
も
秀
抜
の
極
致
に
達
し
て
い
る
よ

う
に
見
ら
れ
る
。
」
(

1

9

)

0
「〔
前
略
〕
初
め
は
行
粛
で
中
ほ
ど
か
ら
独
草
体
風
を
交
え
て
書
写
さ
れ
て
お
り
」
(

2

0

)

0
「
〔
前
略
〕
は
じ
め
は
か
な
り
整
然
と
し
た
行
書
体
、
中
ほ
ど
か
ら
は
吾
写
を
急
い
だ

風
で
や
や
乱
雑
な
独
草
体
の
書
風
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
{

2

1

)

0
「
第
一
紙
は
「
楽
毅
論
」
と
同
じ
よ
う
に
楷
書
で
あ
り
、
や
や
硬
さ
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ほ
ん
の

一
部
で
あ
り
、
第
二
篇
の
終
焉
辺
り
か
ら
肩
の
力
が
抜
け

た
行
書
に
な
っ
て
い
く
。
筆
の
性
質
を
十
分
熟
知
し
た
上
で
の
、
線
の
肥
痩
に
よ
る

書
表
現
は
見
事
の
一

言
に
尽
き
る
。
途
中
行
間
が
狭
く
、
字
粒
が
細
か
く
な
る
箇
所

が
あ
る
も
の
の
、
巻
末
は
紙
面
余
白
の
関
係
か
ら
か
、
終
焉
が
近
づ
い
た
と
い
う
心

の
ゆ
と
り
か
ら
か
、
お
お
ら
か
な
雰
囲
気
で
書
か
れ
て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。
た

だ
残
念
な
こ
と
に
、
巻
末
に
は
微
細
な
傷
み
が
あ
り
、
文
字
が
部
分
的
に
欠
損
し
て

い
る
。
通
覧
し
た
時
に
は
、
さ
し
て
問
題
に
は
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
一
巻
を
通

し
て
起
承
転
結
が
あ
り
、
鑑
賞
す
る
も
の
、
学
書
す
る
も
の
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
」(
2

2

)

0
「光
明
皇
后
の
書
道
史
的
名
品
と
し
て
は
「
栗
毅
論
」
が
よ
く
知
ら
れ
、
日
本
の
書

道
史
の
初
期
の
楷
書
の
代
表
作
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』

を
比
較
し
て
み
る
と
、
は
じ
め
の
一
、
二
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
楷
書
の
筆
致
で
あ

る
。
三
葉
あ
た
り
か
ら
崩
さ
れ
て
草
書
に
な
っ
て
行
く
〔
以
下
略
〕
」
（
23）

〇
「
〔
前
略
〕
光
明
皇
后
筆
の
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
の
書
き
方
を
見
て
行
く
と
、
薔

き
始
め
は
と
も
か
く
も
、
三
葉
以
後
、
崩
さ
れ
て
草
書
の
書
き
方
に
な
っ
て
ゆ
き
、

興
に
載
っ
た
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
」
(

2

4

)

0

「
書
證
は
、
初
め
の
方
に
と
り
わ
け
顕
著
な
の
だ
が
、
行
書
、
た
だ
し
後
の
部
分
に

は
草
書
も
交
え
る
。
」
(

2

5

)

〇
「
〔
前
略
〕
丁
寧
な
行
書
腔
で
書
き
始
め
、
後
に
ゆ
く
ほ
ど
草
書
風
に
愛
化
す
る
〔
以

下
略
〕
」
（
26）

0
「第

一
紙
は
「
楽
毅
論
」
に
似
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
第
二
紙
以
降
、
や
わ
ら
か

さ
が
加
味
さ
れ
た
行
書
に
な
り
、
書
き
進
む
に
つ
れ
て
気
持
ち
の
高
揚
感
が
書
線
に

現
れ
て
く
る
。
特
に
巻
末
に
至
っ
て
は
圧
巻
と
い
う
ほ
か
な
い
。
」

(

2

7

)

先
行
研
究
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
考
察
に
基
づ
く
と
、
「
杜
家
立
成
」
の
字
形
や
書
法
の
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比
較
対
象

分
析
に
は
、
第
一
紙
と
第
一
紙
以
降
で
の
書
法
や
書
風
の
違
い
を
勘
案
し
、

と
す
る
作
品
に
関
し
て
も
熟
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

先
述
の
注
(

1

9

)

に
は
、

「こ

の
書
巻
(

1

1

「杜
家
立
成
」
稿
者
注
）
も
王
哉
之
の
尺
讀
、

こ
と
に
御
物
の
喪
乱
帖
に
見
る
ご
と
き
筆
意
が
十
分
に
う
か
が
わ
れ
る
」
と
記
述
さ
れ

る
。
ま
た
、
「
杜
家
立
成
一
巻
は
か
の
有
名
な
栗
毅
論
と
A

も
に
光
明
皇
后
の
御
書
で
あ

る
。
東
大
寺
献
物
帳
に
は
次
の
如
く
に
載
せ
て
ゐ
る
。

頭
陀
寺
碑
文
並
杜
家
立
成
一
巻
麻
紙
紫
檀
軸
標
綺
帯

栗
毅
論

一
巻

白

麻

紙

瑶

瑶

軸

紫

紙

襟

綺

帯

右
二
巻
平
城
宮
御
宇
皇
太
后
御
書
」
(

2

8

)

と
考
証
さ
れ
る
一
方
で
、
「
喪
乱
帖
」
も

「杜
家
立
成
」
と
同
じ
く
御
物
で
あ
る
。
こ
れ

ら
二
点
に
基
づ
き
、
本
論
考
で
は
、
「
蘭
亭
序
」
と
と
も
に

「喪
乱
帖
」
を
比
較
対
象
の

作
品
と
す
る
。

さ
ら
に
は
、

「王
義
之
の
間
然
と
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
書
境
は
、
②

S
⑤
(

I

I

②

「喪

乱
帖
」
③

「孔
侍
中
帖
」
④

「寒
切
帖
」
⑤

「遠
宦
帖
」
稿
者
注
）
に
象
徴
さ
れ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
II

王
法
II

の
特
質
を
随
所
に
示
し
て
い
る
。
」
（
咆

と
論
じ
ら
れ
る
中
、

「
現
在
、

王
毅
之
の
書
と
い
わ
れ
る
遺
品
の
中
で
、
実
際
に
帯
か
れ
た
本
物
、
い
わ
ゆ

る
真
箪
は
一
点
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
二
点
(

1

1

「喪
乱
帖
」

「孔
侍

中
帖
」
稿
者
注
）
は
、
義
之
の
書
の
真
髄
を
伝
え
る
代
表
的
な
遺
品
と
し
て
絶
大
な
評

価
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
」(
3

0

)

点
、
加
え
て
、
「
孔
侍
中
帖
」
が
「
『
東
大
寺
献
物
帖
』

に
記
さ
れ
た
御
物
の
一
っ
」
(

3

1

)

で
あ
っ
て
、
か
つ
、
「
奈
良
時
代
に
わ
が
国
に
舶
載
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る

「書
法
廿
巻
」
中
の
一
巻
と
推
定
さ
れ
る
も
の
、
神
彩
変
々
と
し
て
あ

だ
か
も
肉
筆
を
観
る
が
ご
と
く
、

「喪
乱
帖
」
と
と
も
に
王
右
軍
の
真
面
を
う
か
が
う
有

力
な
資
料
と
し
て
極
め
て
尊
重
さ
れ
る
」
(

3

2

)

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
喪
乱
帖
」
と
と

も
に
王
毅
之
書
法
を
伝
え
る
貴
重
な
作
品
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
点
に
鑑
み
て
、

「孔
侍
中

帖
」
も
併
せ
て
比
較
対
象
の
作
品
と
す
る
。
従
っ
て
、
本
論
考
で
は
、
「
杜
家
立
成
」
と

の
比
較
作
品
に
、

「蘭
亭
序
」
と
併
せ
て
「
喪
乱
帖
」
及
び
「
孔
侍
中
帖
」
を
掲
げ
、

「蘭

亭
序
」
と
同
様
に
、

「喪
乱
帖
」
「
孔
侍
中
帖」

の
中
か
ら
も
「
之
」
字
を
抽
出
し
比
較

す
る
こ
と
と
す
る
。

「
喪
乱
帖
」
及
び
「
孔
侍
中
帖
」
の
全
文
字
を
考
査
し
た
結
果
、
「
喪
乱
帖
」
に
お
け

る

「之
」
字
は
五
字
（
「喪
乱
帖
」
に
一二
字
、

「二
謝
帖
」「
得
示
帖」

に
各
一
字
）
、

「孔
侍

中
帖
」
に
お
け
る
「
之
」
字
は
二
字
（
「孔
侍
中
帖
」

「憂
懸
帖
」
に
各
一
字
）
で
あ
っ
た
。

「
杜
家
立
成
」
と
「
蘭
亭
序
」
「
喪
乱
帖
」
「
孔
侍
中
帖
」
に
お
け
る

「
之
」
字
一
覧
及
び
比
較
考
察

本
章
で
は
、

「杜
家
立
成
」
と
「
蘭
亭
序
」「
喪
乱
帖
」
「
孔
侍
中
帖
」
に
お
け
る

「之
」

字
を
表
に
し
て
提
示
し
、
当
該
文
字
の
比
較
検
証
を
試
み
る
。

は
じ
め
に
、
「
杜
家
立
成
」
全
四

一
七
八
字
中
の
「
之
」
字
、
全
三
七
字
の

一
覧
を
「
表

1」

と
し
て
呈
す
る
。

次
に
、

「蘭
亭
序
」
の
「
之
」
字
、
全
二

0
字
の

一
覧
を
「
表

2
」
に
示
す
。
「
蘭
亭

序
」
「
之
」
字
の
ス
キ
ャ
ン
に
は
神
龍
半
印
本
を
用
い
た
。
こ
れ
は
、
「
今
日
、
書
を
習

う
立
場
か
ら
あ
げ
る
と
、

(

1

)

「
張
金
界
奴
本
」
（
八
柱
第
一
本
）
、
（
2
）
「
神
龍
半
印
本
」

（
八
柱
第
三
本
）
、
（
3
）
「
定
武
本
」
の
三
種
類
が
特
に
す
ぐ
れ
る
。
J
(

3

3

)

「
(
「
神
龍
半
印

本
」
は
、
稿
者
注
）
菜
写
が
も
っ
と
も
真
に
逼
っ
て
い
る
」(
3

4

)

と
評
さ
れ
る
点
に
拠
る
。

続
い
て
、
「
喪
乱
帖
」
の

「之
」
字
、
全
五
字
、
及
び
「
孔
侍
中
帖
」
の
「
之
」
字、

全
二
字
を
、
同
一
の
表
に
ま
と
め

「表

3
」
と
し
て
掲
げ
る
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、

「表

1
」
に
提
示
し
た

「之」

字
を
、

「
表
2
」
及
び
「表
3
」

に

提
示
し
た

「之
」
字
に
お
け
る
王
義
之
書
法
の
具
体
的
な
特
徴
に
関
し
て
検
証
考
察
し

た
先
行
研
究
に
基
づ
き
分
析
す
る
。
な
お
、
「
表
4
」

か
ら

「
表
8
」
の
各
表
中
に
記
す
％

値
は
、
当
該
表
の
冒
頭
部
に
記
載
す
る
、

「之」
字
に
関
し
て
の
王
蓑
之
醤
法
の
特
徴
を

有
す
る
「
之
」
字
が
、
「
蘭
亭
序
」
と
「
杜
家
立
成
」
の
各
作
品
に
何
字
存
す
る
か
を
示
す
、

各
作
品
の
「
之
」字
総
字
数
に
対
し
て
の
割
合
で
あ
る
（
園
l

1

1

「蘭

亭

序

，

可
l
1

1

「杜

家
立
成
」
の
略
記
）
。

「喪
乱
帖
」
「
孔
侍
中
帖
」
の
％
値
に
関
し
て
は
、
，
喪
乱
帖」

「孔

侍
中
帖
」
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る

「之
」字
の
字
数
自
体
が
寡
少
で
あ
る
た
め
算
出
し
な
い
。
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「杜家立成雑書要略」への王毅之書法の影響

-「蘭亭序」「喪乱帖」 「孔侍中帖」における 「之J字との比較から一

⑨ 6 ⑧ 5 ⑦ 4 ⑥ 4 ⑤ 4 ④ 3 ③第一紙2 ②第一紙 2 ①第一紙l 順番書簡数

L52 L41 L38 L32(2) L32(1) L23 L16 L 15 L 8 行数
ー..一..一・•一..-・・一・ • 一·•一..ー..一..一・•一... ー··-··一••.に••一• •一••一...に••一••一••一•• ー..一••一..一・.. ー..一..一..一••• ー..一・ • •一..一.. ,...•一 ••一••一...

（ と こ
I々
ミ“ 之 之 と＇て： 該当文字

⑲ 26 ⑱ 22 ⑰ 22 ⑯ 21 ⑮ 20 ⑭ 19 ⑬ 17 ⑫ 9 ⑪ 8 ⑩ 6 

L242 L203 Ll99 L195 L 183 L171 L146 L73 L70 L53 
ー..—••一••一.. ー..一··-··一•• ー··-··一 ••-···ー・•一..一••一•• にー・•一••一·•一.. i,.....一••一••一.. ー..一••一·•一.. ー・•一·•一••一•• -••一••一••一..ー..一・•一·•一••

之l ~ I と ら 之 と 之 'と ｀ 
ヽ

ー、二
‘ 

⑳ 35 ⑱ 34 ⑰ 34 ⑳ 84 ⑮ 32 ⑳ 32 ⑳ 32 ⑫ 32 ⑳ 31 ⑳ 31 

L311 L302(2) L302(1) L300 L285 L284 L281(2) L281(1) L276 L273 
日・•一..一·•一.. ー・•一 ..一 • •一• ー..一..一••一.. ー・•一·•一••一.. に••一••一••一•• .....-••一••一•• ー..一••一..一 ・.. ー..一..一••一••• -••一·•一..一..ー..一・．．．．．．．．．．．．

之 l之 乏Lと ,`;, ： : 上 .、ら► ' I之こ 之 一it1 
表1 「杜家立成雑 ⑰ 36 ⑯ 36 ⑮ 36 ⑭ 36 ⑬ 36 ⑫ 36 ⑪ 36 ⑳ 35 

書要略」の「之」 L327(2) L327(1) L326 L323 L322 L318 L317 L312 

（第一紙 3字 ····-••一 •• 一•• ー・•一••一·•一·· ー••一••一·•一•• ー・・—··-·•一.. ー••一••一••一.. ー・•一 ·•一 ·•一••ー・•一·•一·•一..ー..一・•一..一•• 

と
じ

第二紙～ 34字 |~ i t~~ ' ＜ 之＿とこ 之 ： 合計 37字） 1---- ' 

5 

L 9(2) 
••一..一..一••一 •• 

4 

L 9(1) 
••一• • •一.. 

3 

L6 

2 

L2 

順番

行数
••一••一••一..一.. 

表

2

該当文字

10 

L16(1) 

， 
L13 

8 

L12 

7 

Lll 

6
 

順番

行数
..一••一..一..一.. 

該当文字

「
蘭
亭
序
」
の
「
之
」
（
二

0
字

）

15 14 12 

L 17(1) 

11 

L 16(2) 

順番

行数
..一..一••一 ..一. .

該当文字

順番

行数
••一••一••一••一••

該当文字
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[ 5] [4] [3] [ 2 J [ 1] 順番

T、4 L2 L8 L 1 (2) L l (l) 行数
I- • •一. . 一••一 · •一 ..,_..一・•一 ·•一..一 . ...... • 一..一. .一. .一. .-..一・•一..一 ••一 .. ー・•一·•一·•一••一・＊ ト ・• 一..一••一 •• 一...

}‘’ • 
1ーヽ9＇; ~i ｀ 

， 
,l』i こ＇

該当文字

＼し

〈2〉 〈1〉 順番

表3 L2 Ll 行数
ロ・•一 ••一 ••一·•一 ．．..... •一· •一·•一••一. . ヒ・•一••一 ••一•• 一..

上段：「喪乱帖」の「之」 (5字） ~i: こ`
下段：「孔侍中帖」の 「之」 (2字）

． 
該当文字

て
[5] [4] [3] [ 2] [ 1] 順番

L4 L2 L8 L 1 (2) L 1 (1) 行数
ー ・•一••一••一· •一•• ー••一••一• • 一· •一... ,.. .. 一••一..一. . 一... ー..一..一..一..一•.. .... .一 ..一 •• 一••一. .ー・・• •一••一 ••一••

喪乱帖 喪乱帖 喪乱帖 喪乱帖 喪乱帖
抽出作品名

（得示帖） （二謝帖） （喪乱帖） （喪乱帖） （喪乱帖）

〈2〉 〈1〉 順番

表3資料 L2 Ll 行数
ヒ・•一••一• ·ー・•一•• h ••一• •一••一••一·• にー・•一 ·•一 ..一••一 ••

上段：「喪乱帖」の「之J抽出作品名
孔侍中帖 孔侍中帖

下段：「孔侍中帖」の「之j抽出作品名 抽出作品名
（憂懸帖） （孔侍中帖）

蘭2

i

i

 

]
~

]
~ 

直
；

こ

＿止

i

ーt

-

t

~ 

．

．

 

土

i

｀

ら

｀

⑤
i
 

中
i 【蘭

亭
序
】
「点
法
（
点
の
筆
法）
J
[
斜
点

「
之
」]

0
「順
鋒
で
右
下
に
向
っ
て
筆
を
お
し
つ
け
、
か
す
か
に
筆
を
あ
げ
な
が
ら
、
左
上

0

2

 

0

(

5

)
 

」

3

↓

5

゜
ー蘭⑧

 
士t
 

【蘭
亭
序
】
「点
法
（
点
の
筆
法
)
」
[
出
鋒
点
「
之
」]

O

I筆
の
入
れ
方
は
右
（
1

1

[

斜
点

£

」]
稿
者
注
）
と
同
じ
で
、
末
端
は
鋒
先
を

出
す
が
、
あ
ま
り
長
く
挑
ね
て
は
い
け
な
い
。
」
(

3

5

)

↓
園
25
%

国
]
い
％

「蘭
亭
序
」
「
之
」
字
の
「
点
法
（
点
の
筆
法
）
」
に
関
し
て
は
、

「表
4
」
右
側
「
蘭

1
4
」
の
よ
う
に
、

「斜
点
」
、
す
な
わ
ち
、
露
鋒
に
て
右
下
に
向
か
っ
て
筆
を
収
め
た
後
、

自
然
に
策
を
持
ち
上
げ
（
箪
圧
を
弱
め
）
な
が
ら
、
左
上
方
に
向
か
っ
て
軽
く
抜
く
筆

法
と
、
「
表
4
」
左
側
「
蘭

16
」
の
よ
う
に
、

「
出
鋒
点
」
、

す
な
わ
ち
、
筆
を
紙
に
向
か

っ
て
下
ろ
す
際
の
用
筆
は

「斜
点
」
と
同
じ
だ
が
、

収
筆
の
際
に
鋒
先
を
明
確
に
出
し
、

か
つ
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
挑
ね
な
い
笙
法
が
存
在
す
る
。

「
出
鋒
点
」
は

「喪
乱
帖
」
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

「杜
家
立
成
」
に
お
い
て
は
、
割

合
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
「
斜
点
」
も
「
出
鋒
点
」
も
双
方
と
も
に
出
現
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

表

4

蘭 16 蘭 14
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表

5【
孔
侍
中
帖
】
「之
」
字

点

の

筆

法

↓

園

15
％

叩
l4
8
%

0
「
（
表
3
の
〈

1〉
は
〈
2
〉
と
比
較
し
て
」
稿
者
注
）
点
画
の
つ
な
が
り
も
あ
ま
り
な

く
、
（
「
〈
2〉
は
」
稿
者
注
）
一
画
一
画
が
行
雲
で
は
あ
る
が

一
っ
目
の
「
之
l

(

1

1

〈
1
〉

稿
者
注
）
と
は
異
な
る
行
蓄
で
あ
る
。
一
方
で
、
後
半
の
「
之
」(
1

1

〈
2〉
稿
者
注
）
は

一

画
目
と
二
画
目
の
つ
な
が
り
の
線
が
あ
り
、
二
画
目
の
中
に
も
筆
の
浮
き
沈
み
が
前
半
の

「之
」(
1

1

〈
1
〉
稿
者
注
）
よ
り
も
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
る
。
」
(

3

7

)

※
強
調
部
稽
者

町―

-M
芋一函

悶

[

鱈

と

鱈

一

鱈

之

鱈

↓
1
鱈
…

疇
＿

l

鱈

之

疇
ら
ヽ

閥

崎

と

g

之

↑
 

疇

之

疇 1杜⑪" l ......."'0999999999“●● 

之

ら力較ヒしのと字J
 

之r
 
る

響

け
影

お
の
に

法

j

書
帖
一
方
、
「
孔
侍
中
帖
」
の
「
之
」
宇
に
関
し
て
は
、
「
孔
〈

1
〉
」
を
「
孔
〈
2
ご

と

之

中

毅

侍

比
較
し
た
際
、
「
孔
〈

1
〉
」
は
点
画
間
の
つ
な
が
り
が
視
覚
的
に
は
さ
ほ
ど
認
知
で
き

王
吼
ず
、
「
孔
〈
2
〉
」
と
は
異
な
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
点
が
示
唆
さ
れ
る
。
「
孔
〈
2
〉
」
は
、

へ

幻

「
表

5
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
画
め
と
二
画
め
と
の
間
に
連
続
線
を
有
し
、
二
画

の
ーー
め
に
お
け
る
筆
の
浮
沈
も

「孔
(

1

〉」

に
比
べ
て
豊
か
で
あ
る
。

虹

環

「
孔
〈

2
〉
」
一
画
め
と
同
種
の
筆
法
は
、
「
蘭
亭
序
」
に
も
存
在
す
る
。
「
杜
家
立
成
」

冦
j
に
至
っ
て
は
、

本
箪
法
が

「之
」
字
全
体
の
約
半
分
の
割
合
を
占
め
る
。

雑

序
成

亭

ま

た

、

「表

6
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
蘭
亭
序
」
と
「
杜
家
立
成
」
に
は
、
一

立
渭
画
め
レ
ニ
画
め
が
直
接
に
連
続
は
し
な
い
も
の
の
、
一
画
め
か
ら
二
画
め
に
向
か
っ
て

家杜
一
細
い
筆
脈
が
出
る
低
法
や
、
「
蘭

12
」
の
よ
う
に
、
点
を
上
に
抜
く
筆
法
も
存
在
す
る
。

碑
一ら
ヽ

之

杜⑭
．．． 

とこ
履

・

之こ
杜⑫

2こ

孔〈2〉

―••免―-

杜⑪杜④ I蘭6
,. I <t'f 

~1 1 
杜⑳杜⑤

" 

~I~ 
杜⑳杜⑥

.. | 

々・々
杜⑨ ‘ヽ

f

V

I

t
 

li L
”
 

子

~

>

-―
J

●」.

竺
t

子

．
↑
 

鱈
糾
＿
疇
一
、
9
ヽ
疇
一
と

【
蘭
亭
序
】
「之
J
字

点

の

筆

法

↓

園

25
％

叩
l
1
8
%

。

＿
画
め
か
ら
二
画
め
に
向
か
っ
て
細

い
筆
脈
が
出
る
。
（
一

画
め
と
二
圃
め
は
直
接

に
は
連
続
し
な
い
）

pヮヽ

⑳
一
杜―
一

【喪
乱
帖
】
「
之
」
字

点

の

筆

法

↓

園

。

％

叩

l
2
7
%

。

＿
画
め
か
ら
二
画
め
に
向
か
っ
て
実
線
化
し
た
太
い
筆
脈
で
つ
な
が
る
。

【蘭
亭
序
】
点

の

筆

法

↓

園

5
0
%

由
-81%

0
「点
は
上
に
ぬ
き
捺
は
変
じ
て
点
と
な
る
。
J
q
p
※
強
調
部
筆
者

【
蘭
亭
序
】
右
は
ら
い
の
箪
法
↓
圃
誓
国
一
m
%

0
「点
は
上
に
ぬ
き
捺
は
変
じ
て
点
と
な
る
。J
(

3

6

)

※
強
調
部
笙
者

杜 19

二
蒻

こ

杜⑳

ら

｀ 

]
~ 5
-

[

i

t

 

喪
一

鱈
一．ら‘

杜⑦ 表

6

杜⑮ I •••l 

之
喪[4)l杜⑰ 2

i
 

蘭
一,
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「
蘭
亭
序
」
「
之
」
字
の
「
捺
法
（
右
は
ら
い
）
」
に
関
し
て
は
、

「表
6
」
左
側
「
蘭

12
」
の
よ
う
に
、
右
払
い
を
点
（
止
め
）
に
転
じ
る
筆
法
が
一
定
の
割
合
存
在
す
る
。

こ
れ
は
、

「
杜
家
立
成
」
に
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

「
表
7
」
右
側
の
よ
う

に
、
「
蘭
亭
序
j
と

「杜
家
立
成
」
の
右
払
い
に
は
、
蔵
鋒
で
右
下
方
向
に
向
か
っ
て
運

笙
し
、
右
払
い
を
書
く
直
前
で
箪
を
一
且
休
め
た
後
、
露
鋒
に
よ
っ
て
右
払
い
を
現
わ

す
筆
法
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
「
蘭
亭
序
」
に
お
い
て
は
、

「表
7
」
左
側
の
よ
う
に
、

右
払
い
の
収
筆
部
で
若
干
筆
を
戻
し
て
一
呼
吸
置
く
と
い
っ
た
、
特
徴
的
な
筆
法
が
確

悶
J

疇

二

↑
 

雙

5
-
．～．．f翌」＿．杜⑲

蘭4 鱈

A

l

表

7

杜③

↓
 一
二 之

竺

之
杜⑬ 杜⑦

之 こ
匹

と
杜⑳ 杜⑧

と 、こ

些型

乙

；
 

雙
そ
こ

↑
 

【
蘭
亭
序
】
「捺
法
（
右
は
ら
い
)
」
[
平
捺
「
之
」]

0
「逆
鋒
で
右
下
に
筆
を
す
す
め
、
末
端
で
し
ば
ら
く
止
ま
り
‘
順
笙
で
鋒
を
出
す
'
」
(

3

8

)

↓
園
50
％

回

叫

％

【蘭
亭
序
】
「
捺
法
（
右
は
ら
い
)
」
[
回
鋒
捺
「
之
」
]

0
「
捺
の
終
り
の
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
っ
と
筆
を
も
ど
す
。
深
く
心
が
こ
も
る
。
」
(

3

8

}

↓
園
10
％

囮

43
％

•-―••1こ•I, tこ•| |•こlff． 蘭2

認
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
の
筆
法
の
「
杜
家
立
成
」
に
お
け
る
比
率
は
特
に
高
い
。

「蘭
亭
序
」
「之
」
字
の

二
画
め
起
筆
部
の
筆
法
に
関
し
て
は
、

「表
8
」
冒
頭
に
記

載
し
た
よ
う
に
、
「
孔
侍
中
帖
」
の
起
筆
部
に
多
出
す
る
、
入
筆
し
た
位
置
で
の
動
き
を

受
け
て
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
画
を
現
わ
さ
ず
、
入
筆
直
後
、
若
干
右
下
方
向
に
運
筆
す
る

動
き
を
伴
っ
た
後
で
本
来
の
画
を
書
き
始
め
る
と
い
っ
た
、
特
有
な
筆
法
の
出
現
率
が

極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
好
例
が
「
蘭

12
」
で
あ
る
。

こ
の
筆
法
は
、

「杜
家
立

成
」
に
お
い
て
も
商
い
割
合
で
出
現
し
、
「
杜
家
立
成
」
で
の

「之
」
宇
全
体
に
お
い
て

半
数
近
く
の
率
を
占
め
る
。

こ
こ
で、

「
喪
乱
帖
」
に
お
け
る
「
之
」
字
に
関
し
て
の
考
察
に
熟
視
し
て
み
る
と、

「と
く
に
「
之
」
の
字
に
注
目
す
る
と
、
一
行
目
の
「
之
」
(

1

1

「表
3
j
の
[

1

]

稿

者
注
）
と
＋
行
目
の
「
之
」
(

1

1

同
[

4

]

稿
者
注
）
で
は
、
書
き
ぶ
り
、
字
の
大
き
さ
、

次
字
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多
く
の
点
で
違
い
が
あ
る
。」
(

3

9

)

と
の
指
摘
が
あ
る
。
さ

ら
に
併
せ
て
、

「蘭
亭
序
」
の
「
之
」
字
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
傾
注
し
て
み
る
と
、

「十
六
行
目
の
「
之
」
(

1

1

「表
2
」
の

10
稿
者
注
）
と
十
七
行
目
の

「之」
(

1

1

同

12

稿
者
注
）
は
字
形
や
概
形
線
の
太
さ
な
ど
に
お
い
て
違
い
が
み
ら
れ
る
。
同
様
に
十
八

行
目
の

「之
」
(

1

1

同

14

稿
者
注
）
と
十
九
行
目
の

「之
」
(

1

1

同

1
5
稿
者
注
）
で
も

字
形
は
違
っ
て
い
る
。」
(

4

0

)

と
言
及
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「蘭
亭
序
」
を
代
表
と
す
る
、
王
毅
之
作
品
（
書
法
）
の
最
大
の
特
徴

か
つ
魅
力
は
、
同

一
作
品
に
同
じ
文
字
が
複
数
回
現
れ
る
場
合
に
、
対
象
と
な
る
全
文

字
に
お
い
て
自
然
な
表
現
の
う
ち
に
全
て
形
を
変
え
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
が

多
彩
で
登
か
な
こ
と
に
あ
る
。
「
二
」
で
既
述
の
よ
う
に
、
「
蘭
亭
序
」
に
お
け
る
最
多

文
字
「
之
」
は
そ
の
顕
著
な
例
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
中
で
、

「蘭
亭
序
」
は
じ
め
王
毅
之
の
作
品
に
お
い
て
共
通

し
て
高
い
確
率
で
山
現
す
る
筆
法
は
、
王
毅
之
書
法
の
特
徴
と
判
断
で
き
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
は
、
そ
の
特
徴
と
同

一
の
筆
法
が

「杜
家
立
成
」
に
お
い
て
確
認
で
き
、
ま
た
、

そ
の
特
徴
は
「
杜
家
立
成
」
で
の
出
現
率
が
高
い
、
な
い
し
は
一
定
の
安
定
し
た
確
率

に
て
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
杜
家
立
成
」
の
書
法
の
源
流
に
は
王
鞭
之
書
法
が
あ
る
と
推

考
で
き
る
。
し
か
も
、

「
二
」
で
ま
と
め
た
よ
う
に
、

「杜
家
立
成
」
は
、
「書
体
や
書
風

が
中
程
で
変
化
す
る
」
、
す
な
わ
ち
、
第

一
紙
と
そ
の
後
で
は
、
同
じ
作
品
内
に
お
い
て

も
書
体
や
宙
風
に
変
化
が
起
こ
る
作
品
で
あ
る
。
「
表
1
」
に
提
示
し
た
「
之」

字
が
書
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「杜家立成雑書要略jへの王競之書法の影響

-「蘭亭序」「喪乱帖」「孔侍中帖jにおける「之」字との比較から一

杜⑭杜⑫杜②蘭19
~• 

と之之 iセ
杜⑯

しン--

蘭 10I蘭 1

疇

一
之

9j
 

疇

＿ら

＿疇
＿

‘u

・名
与
こ

杜⑳杜⑬

~ I ~ 
杜⑳ 杜⑯ 孔く 1>

之とー・-|.i 
杜⑫杜⑰I→......... | -

之こと
杜⑬杜⑲

之 ．l・ニ―
、2
-m

3
●
 

【

蘭

亭

序

】

二

画

め

起

筆

部

の

筆

法

↓

園

85
％

閲

声

％

0
「
(
‘孔
侍
中
帖
」
は
、
桜
者
在
）
笙
を
入
れ
た
位
置
か
ら
そ
の
ま
ま
線
を
引
か
ず
、

右
下
方
向
に
運
箪
を
行
っ
て
か
ら
本
来
の
線
を
引
き
始
め
て
い
る
。
」
〈も

0
「
「
孔
侍
中
帖
」
の
始
筆
で
見
ら
れ
た
「
右
（
下
）
方
向
に
引

っ
張
っ
て
か
ら
の
運

筆
」
が
「
蘭
亭
序
」
で
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
〔
中
略
〕
十
七
行
目
十
字

目
「
之
」
(
1
1
1
2
稿
者
注
）

が
そ
の
例
で
あ
る
。
」
（包

表

8

蘭 12

か

れ

て

い

る

行

か

ら

明

ら

か

な

よ

う

に

、

王

親

之

書

法

と

同

一

の

特

徴

は

、

同

じ

―

っ

の

作

品

内

で

書

体

や

書

風

が

変

容

す

る

「

杜

家

立

成

j

全

般

に

わ

た

っ

て

確

認

で

き

る

。

こ

の

こ

と

は

、

「

杜

家

立

成

」

に

お

け

る

王

毅

之

魯

法

の

影

響

が

、

第

一

紙

の

み

な

ら

ず

本

作

品

全

体

に

わ

た

っ

て

い

る

こ

と

の

証

左

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

と

め

と

今

後

の

課

題

「

蘭

亭

序

」

に

お

い

て

最

も

多

く

出

現

す

る

「

之

」

字

は

、

そ

の

全

字

で

表

情

を

異

に

す

る

二

0字
二

十

面

貌

で

あ

る

傍

ら

、

比

較

の

対

象

と

す

る

作

品

、

本

論

考

で

は

「

杜

家

立

成

」

で

の

「

之

」

字

が

王

書

と

同

一

の

多

様

な

表

現

を

高

い

割

合

で

有

す

る

と

の

理

由

か

ら

、

「

杜

家

立

成

」

が

王

毅

之

書

法

の

影

響

の

も

と

に

あ

っ

た

と

判

断

す

る

の

は

拙

速

に

過

ぎ

、

本

論

考

で

の

検

証

の

み

を

根

拠

に

結

論

を

導

く

の

は

浅

慮

で

あ

る

と

考

え

る

。

王

親

之

や

光

明

皇

后

の

み

な

ら

ず

、

国

や

時

代

等

を

問

わ

ず

、

能

帯

に

お

い

て

同

じ

文

字

を

表

出

す

る

に

あ

た

り

筆

脈

に

応

じ

て

字

形

や

筆

法

を

変

化

さ

せ

多

彩

に

表

現

す

る

こ

と

は

、

作

品

執

筆

に

お

け

る

自

然

な

姿

と

推

察

で

き

る

か

ら

で

あ

る

。

一

方

で

、

「

は

じ

め

に

」

他

で

既

述

の

上

了

知

し

て

い

る

よ

う

に

、

一

般

的

に

、

奈

良

朝

の

書

は

王

税

之

書

法

の

影

響

を

受

け

て

い

る

と

の

前

提

が

あ

る

。

よ

っ

て

、

王

親

之

書

法

が

「

杜

家

立

成

」

に

多

大

な

影

署

を

及

ぽ

し

て

い

る

点

は

い

ま

さ

ら

言

う

ま

で

も

な

い

、

む

し

ろ

当

然

の

結

果

に

認

め

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

も

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

「

三

」

に

お

け

る

比

較

考

察

か

ら

は

、

王

毅

之

書

法

が

、

「

杜

家

立

成

」

の

第

一

紙

だ

け

で

は

な

く

、

本

作

品

全

体

に

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

る

実

情

の

一

端

を

、

改

め

て

詳

細

か

つ

具

体

的

に

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

さ

ら

に

は

、

拙

稿

(

l

)

で

指

摘

し

た

よ

う

に

、

光

明

皇

后

の

警

法

の

根

底

に

は

王

毅

之

書

法

が

存

在

し

、

そ

の

礎

に

則

っ

て

自

身

の

書

法

を

築

い

た

（

包

と

の

実

態

を

確

認

で

き

た

と

も

捉

え

ら

れ

る

。

た

だ

し

、

拙

稿

(

l

〉

に

は

、

「

奈

良

朝

に

お

け

る

書

法

の

趨

勢

は

、

す

べ

て

唐

朝

の

そ

れ

に

支

配

さ

れ

る

も

の

」

(

4

4

)

で

あ

り

、

「

王

毅

之

は

確

実

な

直

筆

が

な

い

以

上

、

実

質

は

伝

王

親

之

の

書

跡

で

あ

り

、

唐

の

能

書

家

の

欧

陽

詢

、

猪

遂

良

の

果

し

た

役

割

は

想

像

以

上

に

大

き

く

、

日

本

で

は

さ

ら

に

大

き

な

役

割

を

果

し

た

と

推

察

さ

れ

る

」

(

4

5

)

と

の

見

解

も

抜

粋

し

た

。

大

野

氏

は

、

「

王

毅

之

の

書

は

当

時

既

に

確

実

な

直

筆

は

な

く

、

梁

代

の

捐

模

本

を

以

て

最

高

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

そ

の

鑑

定

に

当

た

っ

た

拷

遂

良

が

唐

代

に

於

い

て

、

梁

代

の

模

本

を

も

と

に

唐

代

揚

模

本

の

作

制

に

関

わ

っ

た

こ

と

は

大

い

に

考

え

ら

れ

る

。

」

{

1

6

)

と

指

摘

す

る

。

こ

の

点

に

関

し

て

掲

げ

た

「

「

杜

家

立

成

」

へ

の

王

毅

之

書

法

の

影

響

に

つ

い

て

考

察

す

る

際

は

、

王

書

を

忠

実

に

臨

書

し

再

現

し

た

唐

朝

期

の

書

人

、

特

に

拮

遂

良

の

存

在

と

そ

の

書

法

に

つ

い

て

も

視

野

に

入

れ

る

必

要

が

あ

」

る

(

4

7

)

と

の

課

題

に

関

し

て

、

本

論

考

で

は

未

だ

検

証

で

き

て

い

な

い

。
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（
し
）
小
林
比
出
代
「
「
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」
第
一
紙
の
書
法
分
析

ー
「
楽
毅
論
」
と
の
比
較

か
ら
ー
」
『
信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集
』
第

一
0
号

二
0
一

七

四

1
.20

(

2

)

以
下
、
本
書
を
「
杜
家
立
成
」
と
略
し
て
示
す
。
な
お
、
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
は
書

巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
『
』
を
用
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
論
考
で
は
主
に
書
作
品

と
し
て
の
見
地
か
ら
本
書
を
考
察
す
る
た
め
「
」
を
用
い
る
。

(

3

)

拙
稿
（
1
）(
1

1

前
掲
注
（

l
）
)
及
び
本
論
考
で
い
う
「
第

一
紙
」
と
は
、

「杜
家
立
成
」
に

お
け
る
最
初
の
紙
継
ぎ
の
と
こ
ろ
（
一
行
目
（
題
目
行
）
か
ら

一
八
行
目
）
ま
で
を
指
す
。

(

4

)

小
林
比
出
代
「
「
杜
家
立
成
雑
害
要
略
」
第
一
紙
の
書
法
分
析
ー
「
楽
毅
論
」
と
の
比
較

か
ら
ー
」
（前
掲
注
(

1

)

)

四
1
,
2

(

-
0

)

文
末
の
「
参
考
文
献
」

一
覧
を
参
照
の
こ
と
。

(

6

)

西
一
夫
「
正
倉
院
蔵
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
本
文
の
配
列
ー
敦
煙
書
儀
と
の
比
較
ー」

第
二
十
五
回
信
州
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
資
料
二

0
一

五

p
l

，
 

乞
『
書
道
全
集
』
第
9
巻

日
本
1
大
和
・
奈
良
平
凡
社
一

九
六
五

p
1
5。

g
『
魯
道
全
集
』
第
9
巻
日
本
1
大
和
・
奈
良
（
前
掲
注
（
7
）
)
p
1
6

(

9

)

小
林
比
出
代
「
「
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」
第
一
紙
の
書
法
分
析

ー
「
楽
毅
論
」
と
の
比
較

か
ら
ー
」
（
前
掲
注
(

1

)

)

pp
.2
,
1
3

(

1

0

)

山
本
佳
代
「
光
明
皇
后
『
楽
毅
論
』
の
魅
力
」
九
州
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
語
学

と
文
学
』
園
二

0
0
0

(

l

l

)

小
林
比
出
代
「
「
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」
第

一
紙
の
書
法
分
折
ー

「楽
毅
論
」
と
の
比
較

か
ら
ー
」
（
前
掲
注
(

1

)

)

四
1
7
.18

(

1

2

)

小
松
茂
美
『
小
松
茂
美
著
作
集
』
第
十
五
巻
日
本
書
流
全
史
一
旺
文
社

一
九
九
九

呼

144.145

ら

小

林

比
出
代
「
「
杜
家
立
成
雑
書
要
略
」
第

一
紙
の
書
法
分
析
ー

「楽
毅
論
」
と
の
比
較

か
ら
ー
」
（
前
掲
注
(

l

)

)

四
1
8
.19

(

1

4

)

余
害
曼
編
『
書
道
技
法
講
座
〈
行
書
〉
蘭
亭
叙
』
二
玄
社

＿
九
七

0

p
1

(

1

5

)

西
村
昭
一

「
蘭
亭
叙
」
『
中
国
法
書
ガ
イ
ド

15
蘭
亭
叙
〈
五
種
〉
東
晋
王
毅
之
』
二
玄

[

注

]

本
論
考
で
考
察
対
象
と
し
た
「
表
1
」

の
「
杜
家
立
成
」
「
之
」
字

に
は
俯
仰
法
が
窺
え

る
の
も
確
か
で
あ
る
。
「
杜
家
立
成
」
に
お
け
る
、
唐
代
、
特
に
拷
遂
良
の
菩
法
の
影
署

に
つ
い
て
は
新
た
な
検
討
を
要
す
る
。

な
お
、

「
一
」
の
冒
頭
に
記
し
た

「
杜
家
立
成
」
全
文
字
に
わ
た
る
考
査
結
果
と
そ
の

検
証
考
察
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
述
し
た
い
。

社

一
九
八
八
p
2
1

(

1

6

)

吉
川
蕉
仙

「蘭
亭
叙
学
習
の
ウ
ル
ト
ラ
C
」
「
蘭
亭
叙
」
『
中
国
法
書
ガ
イ
ド
1
5
蘭
亭
叙

〈
五
種
〉
東
晋
土
義
之
』
二
玄
社

一
九
八
八

p
2
8
,

p
3
1

(

1

7

)

西
村
昭
一
責
任
編
集
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
第
四
巻
一
＿
一国
ー
東
晋
雄
山
閣
出

版
一
九
九

―

p109

{

1

8

)

筒
井
茂
徳
編
『
シ
リ
ー
ズ
書
の
古
典
7

蘭
亭
序
二
種
王
毅
之
』
天
来
書
院
二

0
一
六

p
16 

（
咆
『
書
道
全
集
』
第
9
巻

日

本

1

大
和
・
奈
良

平
凡
社
一
九
六
五
p
函

{

2

0

)

日
本
文
化
交
流
史
研
究
会
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
注
釈
と
研
究
』
翰
林
書
房

一
九
九
四

P

o

 

2
 

(

2

1

)

日
本
文
化
交
流
史
研
究
会
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略

注
釈
と
研
究
』
（
前
掲
注
(

2

0

)

)

贔，
241

(

2

2

)

高
城
弘

一
『
楽
毅
論

・
杜
家
立
成
雑
書
要
略
光
明
皇
后
』
天
来
書
院
二

0
0二

p
3
0

(
2
3
)
大
野
修
作
「
光
明
皇
后
『
杜
家
立
成
』
の
原
書
写
者
は
誰
か—
・
日
本
奈
良
朝
書
道
の
基
本

_」

『
書
法
漢
皐
研
究
』
第
3
号
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社
二

0
0八
四

9
,
1
0

{

2

4

)

大
野
修
作

「光
明
皇
后
『
杜
家
立
成
』
の
原
書
写
者
は
誰
か

1

日
本
奈
良
朝
書
道
の
基
本

ー
」
（
前
掲
注
(

2

3

)

)

p
1
3

(

2

5

)

永
田
知
之

「
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
初
探

ー
敦
煙
薔
儀
等
と
の
比
較
を
通
し
て
」
高
田

時
雄
編
『
敦
煙
窯
本
研
究
年
報
』
第
三
琥
京
都
大
學
人
文
科
坐
研
究
所
二

0
0九

四

37938

（
咆
丸
山
裕
美
子
「
敦
煙
窯
本
「
月
儀
」
「
朋
友
書
儀
」
と
日
本
偉
束
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』

ー
東
ア
ジ
ア
の
月
儀

・
書
儀
ー
」
土
肥
義
和
編
『
敦
煙

・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研

究
』
東
洋
文
庫
二

0
0九
p
1
2
7

(

2

7

)

山
中
翠
谷
編
『
楽
毅
論
・
杜
家
立
成
雑
書
要
略

光
明
皇
后
』
天
来
書
院
二
〇

＿
七

p
39 

(

2

8

こ
r
中
弾
三
郎
編
『
光
明
皇
后
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
（
和
漢
名
法
帖
選
集
続
第
3
巻
）
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「杜家立成雑書要略」への王義之書法の影響

-「蘭亭序J「喪乱帖」「孔侍中帖」 における「之」字との比較から一

第
一
紙
の
書
法
分
析
ー
「
楽
毅
論
」

と
の
比
較

平
凡
社
一
九
三
三

叩
2
0
9
2
1

〈

2

9

)

『
中
国
法
書
選
1
2
王
毅
之
尺
讀
集

・
上
東
晋
』
二
玄
社

一
九
九

0

p
5
9

（
咆
『
シ
リ
ー
ズ
書
の
古
典
9
王
義
之
喪
乱
帖
他
』
天
来
書
院
二

0
ニ

―

p

68

(

3

1

)

『
シ
リ
ー
ズ
書
の
古
典
9
王
袈
之
喪
乱
帖
他
』
（
前
掲
注
(

5

0

)

)

p
6
9

(

3

2

)

中
西
慶
爾
編

『
中
国
書
道
事
典
』
木
耳
社
一
九
八
―

p271

(

3

3

)

箇
井
茂
徳
編
『
シ
リ
ー
ズ
書
の
古
典
7

蘭
亭
序
二
種
王
義
之
』
（
前
掲
注
(

1

8

)

)

ら
余
雪
曼
編
『
書
道
技
法
講
座
〈
行
書
〉
蘭
亭
叙
』
（
前
掲
注
□
1

4

)
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